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県営経営体育成基盤整備事業 柳井田地
区では、令和7年度より待望の面工事が開
始されます。
柳井田地区（16.4ha）は、柳井田工区と
栗原工区に分かれており、このうち、令和7
年度は柳井田工区内の2.4haの面工事を
実施します。
大区画ほ場に整備後は、2つの農業法人
が水稲や園芸作物を栽培する計画です。
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C o n t e n t s

和田土地改良区広 

報 　近年、「農業委員会や農協の手続き、登記を行えば、土地改良区の土地原簿も同時に修正されると思ってい
た」という事例が増えています。
　土地改良区の組合員資格や土地原簿の変更（組合員の権利、賦課金納付等の義務）は、法務局・市町村窓口
・農業委員会・農協・農地中間管理機構などの手続きのみでは変更できません。土地改良法第43条（組合員の
資格得喪の通知義務）に基づき、土地改良区へ直接届出いただく必要があります。
　土地改良区へ届出がない場合は土地原簿の修正はされず、変更前の状態で賦課されますので、忘れずに土地
改良区に関係書類の届出をお願いします。

忘れずに届出ください

◎農地の権利異動をしたとき（売買・賃貸借契約及び解約・利用権設定・中間管理権設定・交換）
◎農地の分合筆、面積の増減があったとき
◎組合員が亡くなられたとき（相続・未登記の法定相続を含む）
◎農業者年金の受給、農業経営を後継者へ移譲したとき　◎生前一括譲与するとき
◎組合員住所・賦課金振替口座の変更・口座名義人の変更をしたとき

■地区除外の申請に必要なもの【土地改良区での手続き】
　●様式第1号　農地転用等の通知
　　（関係町内会長、分区長等の同意）
　●様式第 3号　地区除外申請書
　●申請書（意見書の交付を求める場合提出が必要）

【添付書類】
　●誓約書
　●農業委員会に提出する書類一式及び計画図面（副本）
　●現地写真

■農地転用について（農業委員会での手続き）
　農地転用（農地を農地以外の用途に転換すること）をする場合は農地法による許可・届出が必要となり
ますので、あらかじめ関係市町村の農業委員会に相談のうえ、正規の手続きを行ってください。（農業委員
会から「土地改良区の意見書」の提出を求められることがあります。）

■地区除外について（土地改良区での手続き）
　　地区除外とは、土地改良区管内の農地を農地以外の用途に転用し、土地改良区の賦課受益地からその農地
を除外することです。土地改良区へ「農地転用の通知」と「地区除外申請」を行い、地区除外が認められた場
合、その土地については翌年度より賦課金の負担がなくなります。ただし、決済金を納付する必要があります。

■決済金の納付について

農地転用と地区除外について

決済金とは…事業に係る費用や維持管理費は借入金や賦課金により賄われており、その額は受益面積により計算
されています。受益地が転用等で地区除外されると、維持管理費や償還金等を残された土地で負担しなければなら
なくなり、残された組合員の負担が増大してしまいます。この負担の増大を解消するため、土地改良法第42条第2
項及び地区除外等処理規程に基づき、地区除外される土地が今後負担していくはずだった費用を決済の対象とし、
決済金が徴収されます。農地が公共事業用地（道路・河川など）として買収される場合も同様です。

※転用面積により手続きに要する期間は異なります。
　時間に余裕を持った申請をお願いします。

※様式はホームページよりダウンロードできます。

地区除外申請の流れ
転用組合員より「農地転用の通知」と
「地区除外申請書」その他必要書類の提出1
土地改良施設への影響を関係者と協議2
土地改良区で理事長決裁または理事会・
総代会での決議※3
土地改良区で意見書の交付及び決済金・
手数料等の徴収4
決済金・手数料納入の翌年度より地区除
外（賦課対象外）となる5

手続の詳細については、和田土地改良区までお問合せください。

北新
井駅

R18号線

栗原工区

令和7年度面工事区域

柳井田町５丁目

西田中

矢代川

県営経営体育成基盤整備事業 柳井田地区　待望の面工事に着手！県営経営体育成基盤整備事業 柳井田地区　待望の面工事に着手！



　
令
和
７
年
３
月
27
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
よ
り
、
上
越
市
ラ
ー
バ
ン
セ
ン

タ
ー
に
於
い
て
第
１
５
５
回
総
代
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
定
数
45
名
、
現
在
員
数
44
名
中
、
実
出
席
者
35
名
、
書
面
議
決
５
名
、
合

計
40
名
が
出
席
し
、
出
席
率
は

90
・
９
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
２
分
区
よ
り
植
木
舜
治
総
代

が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
令
和
６
年

度
補
正
予
算
お
よ
び
令
和
７
年
度

予
算
等
提
出
議
案
に
つ
い
て
慎
重

審
議
の
結
果
、
全
議
案
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
、
午

後
２
時
30
分
に
閉
会
し
ま
し
た
。
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理
事
長
挨
拶

第
１
５
５
回
通
常
総
代
会
開
催

　
任
期
満
了
に
伴
う
総
代
総
選
挙
が
、
令
和
７
年
４
月
21
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

立
候
補
者
が
定
数
を
超
え
ず
無
投
票
と
な
り
、
45
名
の
方
々
が
総
代
に
当
選
し
、

令
和
７
年
５
月
12
日
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
代
は
組
合
員
の
代
表
で
あ
り
、
総
代
会
は
土
地
改
良
区
の
最
高
意
思
決
定

機
関
で
す
。
就
任
さ
れ
た
総
代
の
皆
様
に
は
土
地
改
良
区
の
事
業
計
画
・
予
算
・

決
算
な
ど
の
審
議
、
土
地
改
良
事
業
推
進
と
土
地
改
良
区
の
運
営
に
ご
尽
力
を
賜

り
ま
す
。

　
総
代
を
退
任
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
長
き
に
わ
た
る
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総
代
総
選
挙
執
行

議長　植木　舜治 総代（岡原地区）

総代会の様子

●新総代のご紹介 ※敬称略

地 区 名
国　賀
月　岡

栗　原

上百々

広　島

木　島

島田上新田

島　田

島田下新田
上箱井
中箱井

岡　原

下箱井

五ヶ所新田
丸山新田
下新田

所属選挙区

第1区
（定数5名）

第2区
（定数20名）

氏　　名
市 川 義 雄
矢 坂 信 昭
小 池 義 徳
藤 巻 政 雄
宮 尾 俊 一
鹿 島 幸 一
宮 腰 権 一
矢 﨑 秀 雄
近 藤 辰 美
齊 藤 光 雄
松 木 浩 二
笠 原 源 治 郎
鈴 木 辰 美
鈴 木 一 郎
関 　 秀 幸
佐 藤 　 博
滝 本 康 雄
金 子 節 夫
早 川 雅 雄
植 木 　 司
植 木 義 男
植 木 舜 治
今 村 直 也
山 田 健 一
植 木 正 実

新
再
再
新
新
新
新
新
新
新
新
再
再
新
再
新
新
新
新
新
新
再
新
再
新

再/新 地 区 名

柳井田町

西田中

寺　町

石　沢

大和一丁目

大和二丁目

大和三丁目

大和五、六丁目

大和一丁目

稲　荷

上中田

選 挙 区

合　　　計 45名

第3区
（定数5名）

第6区
（定数2名）

第4区
（定数2名）

第5区
（定数7名）

第7区
（定数4名）

氏　　名
大 原 敏 郎
古 川 　 滋
泉 　 幸 雄
小 林 　 隆
小 林 　 清
横 田 晃 一
横 田 　 修
石 平 幸 雄
山 本 光 一
前 川 正 治
石 平 　 正
近 藤 　 郁
秋 山 芳 樹
清 水 満 弘
丸 山 　 茂
常 谷 長 年
矢 嶋 和 男
横 田 一 郎
滝 沢 英 則
滝 澤 　 元

新
再
再
新
再
再
新
再
再
再
新
再
再
新
再
新
新
新
新
再

再/新
（任期／令和7年5月12日～令和11年5月11日）

ま
た
、
８
月
に
は
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
挙
も
控
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

組
合
員
の
皆
様
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
何

卒
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
、
和
田
土
地
改
良
区
管
内
の
土
地
改
良
事
業
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
、

い
く
つ
か
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
平
成
26
年
に
採
択
さ
れ
た
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
関
川
用
水
地
区

に
つ
い
て
で
す
が
、
今
年
度
を
も
っ
て
工
事
が
完
了
し
、
竣
工
を
迎
え
ま
す
。

管
内
の
ほ
場
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
進
め
て
お
り
ま
し

た
木
島
地
区
が
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
10
年
目
で
よ
う
や
く
事
業

竣
工
を
迎
え
、こ
の
ほ
ど
換
地
処
分
登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。当
土
地
改
良
区
と

い
た
し
ま
し
て
も
、無
事
完
了
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
５
年
に
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
と
し
て
採
択

さ
れ
た
柳
井
田
地
区
で
は
、
今
年
度
よ
り
待
望
の
面
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
和
地
区
が
令
和
７
年
度
新
規
地
区
と
し
て
事
業
採
択
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

頭
首
工
の
工
事
関
係
で
は
、
十
ヶ
字
頭
首
工
の
老
朽
化
対
策
を
実
施
す
る
た

め
、
県
営
基
幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
が
新
規
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
か
ら
令
和
９
年
度
の
間
で
工
事
を
進
め
る
予
定
で
す
。

こ
の
他
、
今
年
度
は
県
単
か
ん
が
い
排
水
事
業
上
百
々
地
区
を
実
施
し
ま
す
。

維
持
管
理
に
苦
慮
し
て
い
る
上
百
々
分
水
堰
に
簡
易
ゲ
ー
ト
を
設
置
す
る
工
事

を
行
う
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ほ
場
整
備
事
業
を
中
心
に
水
利
施
設
の
大
規
模
整
備
も
進
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
和
田
土
地
改
良
区
の
業
務
量
も
非
常
に
多
い
も
の
に
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
役
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
事
業
推
進
に
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
皆
様
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

広
報
誌
の
発
行
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
和
田
土
地
改
良
区
の
業
務
運
営
並
び
に
各
種
事
業
の
推
進
に
対

し
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
や
、
気
候
変
動
の
影
響
を
受
け

た
各
地
で
の
集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
、
そ
し
て
未
だ
収
束
の
見
通
し
が
立

た
な
い
国
際
的
な
紛
争
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
度
重
な
る
不
安
要
素
に
晒

さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
出
来
事
を
通
じ
て
、
当
た
り
前
に
続
く
と
思
っ
て
い

た
平
穏
な
日
常
が
、
い
か
に
不
安
定
で
脆
い
も
の
で
あ
る
か
を
痛
感
さ
せ
ら
れ

る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

農
業
分
野
に
お
き
ま
し
て
は
、
近
年
の
猛
暑
の
影
響
に
よ
る
収
穫
量
の
不
安

定
化
に
加
え
、
燃
料
・
肥
料
等
の
生
産
資
材
の
価
格
高
騰
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

米
価
が
一
時
的
に
上
昇
し
て
も
安
堵
で
き
る
状
態
で
は
な
く
、
農
業
を
持
続
可

能
な
産
業
と
し
て
再
構
築
す
る
た
め
の
土
台
作
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当

土
地
改
良
区
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
和
田
地
区
の
農
業
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
地
域
の
実
情
に
根
ざ
し
た
土
地
改
良
事
業
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
本
年
５
月
、
任
期
満
了
に
伴
う
総
代
総
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

新
総
代
45
名
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、組
合
員
の
代
表
と
し
て
、土
地
改

良
区
の
健
全
な
運
営
に
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
退
任

さ
れ
る
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
長
き
に
わ
た
る
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長
　
小
林 

春
男



　
令
和
７
年
３
月
27
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
よ
り
、
上
越
市
ラ
ー
バ
ン
セ
ン

タ
ー
に
於
い
て
第
１
５
５
回
総
代
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
定
数
45
名
、
現
在
員
数
44
名
中
、
実
出
席
者
35
名
、
書
面
議
決
５
名
、
合

計
40
名
が
出
席
し
、
出
席
率
は

90
・
９
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
２
分
区
よ
り
植
木
舜
治
総
代

が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
令
和
６
年

度
補
正
予
算
お
よ
び
令
和
７
年
度

予
算
等
提
出
議
案
に
つ
い
て
慎
重

審
議
の
結
果
、
全
議
案
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
、
午

後
２
時
30
分
に
閉
会
し
ま
し
た
。
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理
事
長
挨
拶

第
１
５
５
回
通
常
総
代
会
開
催

　
任
期
満
了
に
伴
う
総
代
総
選
挙
が
、
令
和
７
年
４
月
21
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

立
候
補
者
が
定
数
を
超
え
ず
無
投
票
と
な
り
、
45
名
の
方
々
が
総
代
に
当
選
し
、

令
和
７
年
５
月
12
日
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
代
は
組
合
員
の
代
表
で
あ
り
、
総
代
会
は
土
地
改
良
区
の
最
高
意
思
決
定

機
関
で
す
。
就
任
さ
れ
た
総
代
の
皆
様
に
は
土
地
改
良
区
の
事
業
計
画
・
予
算
・

決
算
な
ど
の
審
議
、
土
地
改
良
事
業
推
進
と
土
地
改
良
区
の
運
営
に
ご
尽
力
を
賜

り
ま
す
。

　
総
代
を
退
任
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
長
き
に
わ
た
る
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総
代
総
選
挙
執
行

議長　植木　舜治 総代（岡原地区）

総代会の様子

●新総代のご紹介 ※敬称略

地 区 名
国　賀
月　岡

栗　原

上百々

広　島

木　島

島田上新田

島　田

島田下新田
上箱井
中箱井

岡　原

下箱井

五ヶ所新田
丸山新田
下新田

所属選挙区

第1区
（定数5名）

第2区
（定数20名）

氏　　名
市 川 義 雄
矢 坂 信 昭
小 池 義 徳
藤 巻 政 雄
宮 尾 俊 一
鹿 島 幸 一
宮 腰 権 一
矢 﨑 秀 雄
近 藤 辰 美
齊 藤 光 雄
松 木 浩 二
笠 原 源 治 郎
鈴 木 辰 美
鈴 木 一 郎
関 　 秀 幸
佐 藤 　 博
滝 本 康 雄
金 子 節 夫
早 川 雅 雄
植 木 　 司
植 木 義 男
植 木 舜 治
今 村 直 也
山 田 健 一
植 木 正 実

新
再
再
新
新
新
新
新
新
新
新
再
再
新
再
新
新
新
新
新
新
再
新
再
新

再/新 地 区 名

柳井田町

西田中

寺　町

石　沢

大和一丁目

大和二丁目

大和三丁目

大和五、六丁目

大和一丁目

稲　荷

上中田

選 挙 区

合　　　計 45名

第3区
（定数5名）

第6区
（定数2名）

第4区
（定数2名）

第5区
（定数7名）

第7区
（定数4名）

氏　　名
大 原 敏 郎
古 川 　 滋
泉 　 幸 雄
小 林 　 隆
小 林 　 清
横 田 晃 一
横 田 　 修
石 平 幸 雄
山 本 光 一
前 川 正 治
石 平 　 正
近 藤 　 郁
秋 山 芳 樹
清 水 満 弘
丸 山 　 茂
常 谷 長 年
矢 嶋 和 男
横 田 一 郎
滝 沢 英 則
滝 澤 　 元

新
再
再
新
再
再
新
再
再
再
新
再
再
新
再
新
新
新
新
再

再/新
（任期／令和7年5月12日～令和11年5月11日）

ま
た
、
８
月
に
は
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
挙
も
控
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

組
合
員
の
皆
様
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
何

卒
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
、
和
田
土
地
改
良
区
管
内
の
土
地
改
良
事
業
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
、

い
く
つ
か
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
平
成
26
年
に
採
択
さ
れ
た
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
関
川
用
水
地
区

に
つ
い
て
で
す
が
、
今
年
度
を
も
っ
て
工
事
が
完
了
し
、
竣
工
を
迎
え
ま
す
。

管
内
の
ほ
場
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
進
め
て
お
り
ま
し

た
木
島
地
区
が
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
10
年
目
で
よ
う
や
く
事
業

竣
工
を
迎
え
、こ
の
ほ
ど
換
地
処
分
登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。当
土
地
改
良
区
と

い
た
し
ま
し
て
も
、無
事
完
了
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
５
年
に
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
と
し
て
採
択

さ
れ
た
柳
井
田
地
区
で
は
、
今
年
度
よ
り
待
望
の
面
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
和
地
区
が
令
和
７
年
度
新
規
地
区
と
し
て
事
業
採
択
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

頭
首
工
の
工
事
関
係
で
は
、
十
ヶ
字
頭
首
工
の
老
朽
化
対
策
を
実
施
す
る
た

め
、
県
営
基
幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
が
新
規
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
か
ら
令
和
９
年
度
の
間
で
工
事
を
進
め
る
予
定
で
す
。

こ
の
他
、
今
年
度
は
県
単
か
ん
が
い
排
水
事
業
上
百
々
地
区
を
実
施
し
ま
す
。

維
持
管
理
に
苦
慮
し
て
い
る
上
百
々
分
水
堰
に
簡
易
ゲ
ー
ト
を
設
置
す
る
工
事

を
行
う
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ほ
場
整
備
事
業
を
中
心
に
水
利
施
設
の
大
規
模
整
備
も
進
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
和
田
土
地
改
良
区
の
業
務
量
も
非
常
に
多
い
も
の
に
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
役
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
事
業
推
進
に
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
皆
様
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

広
報
誌
の
発
行
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
和
田
土
地
改
良
区
の
業
務
運
営
並
び
に
各
種
事
業
の
推
進
に
対

し
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
や
、
気
候
変
動
の
影
響
を
受
け

た
各
地
で
の
集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
、
そ
し
て
未
だ
収
束
の
見
通
し
が
立

た
な
い
国
際
的
な
紛
争
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
度
重
な
る
不
安
要
素
に
晒

さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
出
来
事
を
通
じ
て
、
当
た
り
前
に
続
く
と
思
っ
て
い

た
平
穏
な
日
常
が
、
い
か
に
不
安
定
で
脆
い
も
の
で
あ
る
か
を
痛
感
さ
せ
ら
れ

る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

農
業
分
野
に
お
き
ま
し
て
は
、
近
年
の
猛
暑
の
影
響
に
よ
る
収
穫
量
の
不
安

定
化
に
加
え
、
燃
料
・
肥
料
等
の
生
産
資
材
の
価
格
高
騰
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

米
価
が
一
時
的
に
上
昇
し
て
も
安
堵
で
き
る
状
態
で
は
な
く
、
農
業
を
持
続
可

能
な
産
業
と
し
て
再
構
築
す
る
た
め
の
土
台
作
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当

土
地
改
良
区
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
和
田
地
区
の
農
業
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
地
域
の
実
情
に
根
ざ
し
た
土
地
改
良
事
業
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
本
年
５
月
、
任
期
満
了
に
伴
う
総
代
総
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

新
総
代
45
名
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、組
合
員
の
代
表
と
し
て
、土
地
改

良
区
の
健
全
な
運
営
に
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
退
任

さ
れ
る
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
長
き
に
わ
た
る
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長
　
小
林 

春
男



　和田土地改良区役員（理事・監事）の任期が令和7年8月29日をもって満了となります。
これに伴い、和田土地改良区役員選挙規程に基づき以下のとおり役員選挙を行います。
なお、立候補者が定数を上回らない場合は無投票当選となり、投票は行いません。

　　　　　○選挙期日の告示 ·········· 令和7年8月1日（金）
　　　　　○選挙期日（投票日）····· 令和7年8月8日（金）
　　　　　○立候補の届出日 ·········· 令和7年8月1日（金）午前8時30分～午後5時
　　　　　　　　　　　　　　　　   令和7年8月4日（月）午前8時30分～午後5時
　　　　　○立候補届出先 ············· 和田土地改良区事務所（上越市大字石沢1759番地）

（妙高市）広島
（上越市）木島　島田上新田　島田　島田下新田　
　　　　　上箱井　中箱井　下箱井　岡原　
　　　　　五ケ所新田　丸山新田　下新田
（妙高市）柳井田町
（上越市）西田中　寺町

（上越市）大和一丁目　大和二丁目　大和三丁目　
　　　　　大和四丁目　大和五丁目　大和六丁目　
　　　　　七ヶ所新田　稲荷　上中田

（妙高市）国賀　月岡　栗原　上百々

選　挙　区　域
定　数

理事数 監事数選 挙 区

第１区

第２区

第３区

第４区

第５区

1人

4人

1人
3人

1人

2人

（上越市）石沢
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任期満了に伴い新常設委員が選任されました。
任期は令和7年4月1日から令和11年3月31日の4年間です。

新常設委員について（第1分区・第2分区・第3分区）

役員（理事・監事）の任期満了に伴う選挙の実施について

選挙区および選挙すべき役員の定数（任期／令和7年8月30日から令和11年8月29日）

※上記のほか定款第18条第2項に定める理事の定数は1人

饒 村 勝 也
矢 崎 善 治
橋 本 孝 丸
市 川 不 二 夫
葭 原 利 昌
齊 藤 今 朝 男
木 村 恵 一
小 林 芳 宏
松 﨑 正 美
古 川 　 滋
小 池 健 一
矢 坂 喜 一

妙高市国賀
妙高市栗原
妙高市月岡
妙高市上百々
妙高市広島
上越市大字木島
上越市大字島田
上越市大字下箱井
上越市大字中箱井
妙高市柳井田町
上越市大字西田中
上越市大字寺町

分　区

第1分区

第2分区

第3分区

氏　　　名 住　　　所

令和5年度 一般会計決算概要

令和7年度 一般会計予算概要

（単位：円）

（単位：円）

支 出
￥250,803,307

収 入
￥250,803,307

支 出
￥236,784,000

収 入
￥236,784,000

土地改良事業費支出
￥63,158,790

一般管理費支出
￥39,022,632

附帯事業費支出
￥5,751,478
※附帯事業費支出の内、
　小水力発電事業支出
　2,078,592円

土地改良事業
負担金支出
￥46,480,255

借入金返済支出
・支払利息
￥14,605,161

固定資産取得支出
￥1,643,620

特定資産積立支出
￥19,837,540

次年度繰越金
￥60,303,831

土地改良事業収入
￥44,241,607

補助金交付金収入
￥42,594,000

附帯事業収入
￥7,601,526
※附帯事業収入の内、
　小水力発電事業収入
　2,078,592円

業務受託料収入
￥10,168,000

借入金収入
￥45,750,000

特定資産取崩収入
￥27,036,369

特定資産運用収入
・雑収入
￥1,734,420

前年度繰越金
￥71,677,385

業務受託料収入
￥16,371,000

借入金収入
￥58,800,000

特定資産取崩収入他
￥26,693,000

繰越金
￥6,268,000

補助金交付金収入
￥44,666,000

附帯事業収入
￥7,315,000

土地改良事業収入
￥49,359,000

※附帯事業収入の内、
　小水力発電事業収入
　1,206,000円

徴収換地清算金収入
￥27,312,000土地改良

事業費支出
￥36,770,000

一般管理費支出
￥47,588,000

土地改良事業
負担金支出
￥94,483,000

予備費
￥3,873,000

支払換地清算金支出
￥27,312,000

借入金返済支出
・支払利息
￥20,088,000

附帯事業費支出
￥5,634,000
※附帯事業費支出の内、
　小水力発電事業支出
　1,206,000円特定資産積立支出 他

￥1,036,000



　和田土地改良区役員（理事・監事）の任期が令和7年8月29日をもって満了となります。
これに伴い、和田土地改良区役員選挙規程に基づき以下のとおり役員選挙を行います。
なお、立候補者が定数を上回らない場合は無投票当選となり、投票は行いません。

　　　　　○選挙期日の告示 ·········· 令和7年8月1日（金）
　　　　　○選挙期日（投票日）····· 令和7年8月8日（金）
　　　　　○立候補の届出日 ·········· 令和7年8月1日（金）午前8時30分～午後5時
　　　　　　　　　　　　　　　　   令和7年8月4日（月）午前8時30分～午後5時
　　　　　○立候補届出先 ············· 和田土地改良区事務所（上越市大字石沢1759番地）

（妙高市）広島
（上越市）木島　島田上新田　島田　島田下新田　
　　　　　上箱井　中箱井　下箱井　岡原　
　　　　　五ケ所新田　丸山新田　下新田
（妙高市）柳井田町
（上越市）西田中　寺町

（上越市）大和一丁目　大和二丁目　大和三丁目　
　　　　　大和四丁目　大和五丁目　大和六丁目　
　　　　　七ヶ所新田　稲荷　上中田

（妙高市）国賀　月岡　栗原　上百々

選　挙　区　域
定　数

理事数 監事数選 挙 区

第１区

第２区

第３区

第４区

第５区

1人

4人

1人
3人

1人

2人

（上越市）石沢
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任期満了に伴い新常設委員が選任されました。
任期は令和7年4月1日から令和11年3月31日の4年間です。

新常設委員について（第1分区・第2分区・第3分区）

役員（理事・監事）の任期満了に伴う選挙の実施について

選挙区および選挙すべき役員の定数（任期／令和7年8月30日から令和11年8月29日）

※上記のほか定款第18条第2項に定める理事の定数は1人

饒 村 勝 也
矢 崎 善 治
橋 本 孝 丸
市 川 不 二 夫
葭 原 利 昌
齊 藤 今 朝 男
木 村 恵 一
小 林 芳 宏
松 﨑 正 美
古 川 　 滋
小 池 健 一
矢 坂 喜 一

妙高市国賀
妙高市栗原
妙高市月岡
妙高市上百々
妙高市広島
上越市大字木島
上越市大字島田
上越市大字下箱井
上越市大字中箱井
妙高市柳井田町
上越市大字西田中
上越市大字寺町

分　区

第1分区

第2分区

第3分区

氏　　　名 住　　　所

令和5年度 一般会計決算概要

令和7年度 一般会計予算概要

（単位：円）

（単位：円）

支 出
￥250,803,307

収 入
￥250,803,307

支 出
￥236,784,000

収 入
￥236,784,000

土地改良事業費支出
￥63,158,790

一般管理費支出
￥39,022,632

附帯事業費支出
￥5,751,478
※附帯事業費支出の内、
　小水力発電事業支出
　2,078,592円

土地改良事業
負担金支出
￥46,480,255

借入金返済支出
・支払利息
￥14,605,161

固定資産取得支出
￥1,643,620

特定資産積立支出
￥19,837,540

次年度繰越金
￥60,303,831

土地改良事業収入
￥44,241,607

補助金交付金収入
￥42,594,000

附帯事業収入
￥7,601,526
※附帯事業収入の内、
　小水力発電事業収入
　2,078,592円

業務受託料収入
￥10,168,000

借入金収入
￥45,750,000

特定資産取崩収入
￥27,036,369

特定資産運用収入
・雑収入
￥1,734,420

前年度繰越金
￥71,677,385

業務受託料収入
￥16,371,000

借入金収入
￥58,800,000

特定資産取崩収入他
￥26,693,000

繰越金
￥6,268,000

補助金交付金収入
￥44,666,000

附帯事業収入
￥7,315,000

土地改良事業収入
￥49,359,000

※附帯事業収入の内、
　小水力発電事業収入
　1,206,000円

徴収換地清算金収入
￥27,312,000土地改良

事業費支出
￥36,770,000

一般管理費支出
￥47,588,000

土地改良事業
負担金支出
￥94,483,000

予備費
￥3,873,000

支払換地清算金支出
￥27,312,000

借入金返済支出
・支払利息
￥20,088,000

附帯事業費支出
￥5,634,000
※附帯事業費支出の内、
　小水力発電事業支出
　1,206,000円特定資産積立支出 他

￥1,036,000
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令和７年度 事業概要

　主な工事は、Mブロックで地下
水位を低下させるための集水井工
などが実施されます。

直轄地すべり対策事業（笹ヶ峰二期地区）

　四ケ字地区（四ケ字頭首工）では、工事発注が遅れたことにより、令和7
年度からの工事着手となりました。4月から仮設工事に着手しており、右岸
側の固定堰や護床・護岸ブロックの補修工事が実施されます。

地区名

笹ヶ峰二期 9,200 720 集水井工

総事業費 R7事業費 R7工事内容
（予算額：百万円）

地区名

四ケ字 四ケ字頭首工 54,000

頭首工名 R7事業費
（予算額：千円）

事業内容

右岸側　固定堰、
護床・護岸ブロックの補修

事業名

県単かんがい排水事業 上百々 5,000

地区名 R7事業費
（予算額：千円）

事業内容

簡易ゲート設置

仮設工事が進められている四ケ字頭首工

ゲートを新設する上百々堰

　主な工事は、笹ヶ峰ダム周辺での仮設構造物の撤去や完了整備工事、平場では、幹線用水路の水門ゲー
ト工事や安全柵の補修工事が実施されます。また、平成26年度に着工した本事業は、今年度を以て事業
完了となる予定です。

国営かんがい排水事業（関川用水地区）

地区名

関川用水 13,000 560
ダム（仮設構造物の撤去、完了整備工事）
平場（幹線用水路の水門ゲート、安全柵の補修工事）

総事業費 R7事業費 R7工事内容
（予算額：百万円）

県営ため池等整備事業（頭首工改修）

　県単かんがい排水事業　上百々地区を実施します。四ヶ字用水路の上百々分水堰には現在ゲート施設が無
く、堰板で水位調整をしており、維持管理に苦慮していることから簡易ゲー
トを設置します。

県単事業

　令和7年度は木島地区が事業竣工となり、新たに大和地区が新規事業採択を予定していることから、実
施6地区（広島、石沢、島
田、和田北部、柳井田、大
和）で事業が進められます。
　事業予算は、令和6年度補
正と令和7年度予算を合わせ
て約12億3千万円となりま
す。

県営経営体育成基盤整備事業（ほ場整備関係）

地区名

広島

石沢

島田1期
島田2期
和田北部1期
和田北部2期
柳井田

大和

計

実施中

実施中

実施中

実施中

実施中

R7新規採択
予定

面的集積型

機構関連型

面的集積型

面的集積型

機構関連型

機構関連型

6,000

31,000

21,000
15,000
50,000
7,000
2,000

80,000

212,000

40,000

270,000

290,000
85,000
80,000
190,000
70,000

―

1,025,000

46,000

301,000

411,000

327,000

72,000

80,000

1,237,000

従前図調整、従前地再調査、換地設計基準決定、
評価基準及び評価

暗渠排水工事4.8ha、遠隔型自動給水栓整備（PL区域）
相続登記、分筆登記

面工事約 15.4ha、県道横断用水路工事、一時利用地
の指定、相続登記、分筆登記、事業計画の変更

面工事 12.8ha、県道横断用水路工事、一時利用地の
指定、相続登記、分筆登記

面工事 2.4ha、一時利用地の指定、相続登記

R6補正 R7当初 計 事業内容
（予算額：千円）

区分 事業型

暗渠排水工事1.2ha、完了整備工事、換地計画決定、
市町村境界協議、相続登記、分筆登記、換地処分

島田地区　水路工事石沢地区　整地状況

　現在、新潟県では、ほ場整備を契機とした園芸産地の育成・拡大に向け、令和元年度以降の新規着工地
区から2割以上の園芸品目の導入を目指すものとし、園芸産地の育成・拡大を推進しています。
　当改良区管内では、特に、石沢地区、島田地区、和田北部地区を重点地区とし園芸産地の育成・拡大に
取り組んでいます。
　今年度は、品質の向上と収量UPを目標に掲げ、更なる排水性の高いほ場にするため、関係機関の協力
を得ながら暗渠排水の補助としてサブソイラを春に試験施工しました。
　また、防除作業の徹底や、より細かい栽培管理など、関係機関が一丸となって園芸産地の育成・拡大に
努めています。

ほ場整備を契機とした園芸産地の育成・拡大について

サブソイラによる補助暗渠の様子ブームスプレイヤーによる防除の様子
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令和７年度 事業概要

　主な工事は、Mブロックで地下
水位を低下させるための集水井工
などが実施されます。

直轄地すべり対策事業（笹ヶ峰二期地区）

　四ケ字地区（四ケ字頭首工）では、工事発注が遅れたことにより、令和7
年度からの工事着手となりました。4月から仮設工事に着手しており、右岸
側の固定堰や護床・護岸ブロックの補修工事が実施されます。

地区名

笹ヶ峰二期 9,200 720 集水井工

総事業費 R7事業費 R7工事内容
（予算額：百万円）

地区名

四ケ字 四ケ字頭首工 54,000

頭首工名 R7事業費
（予算額：千円）

事業内容

右岸側　固定堰、
護床・護岸ブロックの補修

事業名

県単かんがい排水事業 上百々 5,000

地区名 R7事業費
（予算額：千円）

事業内容

簡易ゲート設置

仮設工事が進められている四ケ字頭首工

ゲートを新設する上百々堰

　主な工事は、笹ヶ峰ダム周辺での仮設構造物の撤去や完了整備工事、平場では、幹線用水路の水門ゲー
ト工事や安全柵の補修工事が実施されます。また、平成26年度に着工した本事業は、今年度を以て事業
完了となる予定です。

国営かんがい排水事業（関川用水地区）

地区名

関川用水 13,000 560
ダム（仮設構造物の撤去、完了整備工事）
平場（幹線用水路の水門ゲート、安全柵の補修工事）

総事業費 R7事業費 R7工事内容
（予算額：百万円）

県営ため池等整備事業（頭首工改修）

　県単かんがい排水事業　上百々地区を実施します。四ヶ字用水路の上百々分水堰には現在ゲート施設が無
く、堰板で水位調整をしており、維持管理に苦慮していることから簡易ゲー
トを設置します。

県単事業

　令和7年度は木島地区が事業竣工となり、新たに大和地区が新規事業採択を予定していることから、実
施6地区（広島、石沢、島
田、和田北部、柳井田、大
和）で事業が進められます。
　事業予算は、令和6年度補
正と令和7年度予算を合わせ
て約12億3千万円となりま
す。

県営経営体育成基盤整備事業（ほ場整備関係）

地区名

広島

石沢

島田1期
島田2期
和田北部1期
和田北部2期
柳井田

大和

計

実施中

実施中

実施中

実施中

実施中

R7新規採択
予定

面的集積型

機構関連型

面的集積型

面的集積型

機構関連型

機構関連型

6,000

31,000

21,000
15,000
50,000
7,000
2,000

80,000

212,000

40,000

270,000

290,000
85,000
80,000
190,000
70,000

―

1,025,000

46,000

301,000

411,000

327,000

72,000

80,000

1,237,000

従前図調整、従前地再調査、換地設計基準決定、
評価基準及び評価

暗渠排水工事4.8ha、遠隔型自動給水栓整備（PL区域）
相続登記、分筆登記

面工事約 15.4ha、県道横断用水路工事、一時利用地
の指定、相続登記、分筆登記、事業計画の変更

面工事 12.8ha、県道横断用水路工事、一時利用地の
指定、相続登記、分筆登記

面工事 2.4ha、一時利用地の指定、相続登記

R6補正 R7当初 計 事業内容
（予算額：千円）

区分 事業型

暗渠排水工事1.2ha、完了整備工事、換地計画決定、
市町村境界協議、相続登記、分筆登記、換地処分

島田地区　水路工事石沢地区　整地状況

　現在、新潟県では、ほ場整備を契機とした園芸産地の育成・拡大に向け、令和元年度以降の新規着工地
区から2割以上の園芸品目の導入を目指すものとし、園芸産地の育成・拡大を推進しています。
　当改良区管内では、特に、石沢地区、島田地区、和田北部地区を重点地区とし園芸産地の育成・拡大に
取り組んでいます。
　今年度は、品質の向上と収量UPを目標に掲げ、更なる排水性の高いほ場にするため、関係機関の協力
を得ながら暗渠排水の補助としてサブソイラを春に試験施工しました。
　また、防除作業の徹底や、より細かい栽培管理など、関係機関が一丸となって園芸産地の育成・拡大に
努めています。

ほ場整備を契機とした園芸産地の育成・拡大について

サブソイラによる補助暗渠の様子ブームスプレイヤーによる防除の様子



で　　き　　ご　　とピト スッ ク

　令和6年11月20日、和田小学校4年生児童への用水学習が開催されました。
　当日は、最初に教室で、和田地区に流れる用水路のことを勉強し、水路のサイホン構造の模型に実際に水を
流して流れ方などを勉強しました。
　また、その後、「和田地区に流れている用水をたどってみよう」と題して、マイクロバスに乗車して妙高市広島地
内の関川に設置されている十ヶ字頭首工を
見学し、十ヶ字用水路の流れを見ながら西木
島分水工を見学したのち、最後に上越市下
箱井地内の十ヶ字用水路の末端部に位置す
る十ヶ字排水樋門を見学しました。
　児童からは、「土地改良区の仕事に就い
た理由を教えてください」などの質問もでて、
楽しみながら用水学習ができました。
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　第2分区の十ヶ字頭首工は、建設されてから約25年が経過しており、令和4年度に実施した施設の機能診断
業務の結果では、特に頭首工の施設機械や電子機器関係が老朽化していることが判明しました。
　この度、令和7年5月30日付けで、県営基幹水利施設ストックマネジメント事業 十ヶ字地区が新規採択され、
電子機器関係の更新に向けた工事が開始されることとなります。
　令和7年度は実施設計と遠方操作の応急工事を実施し、令和8年か
ら9年度にかけて、本格的な工事が実施される予定となります。

十ヶ字頭首工 更新予定の水管理制御設備

事　業　名／県営基幹水利施設
　　　　　ストックマネジメント事業
地　区　名／十ヶ字地区
頭首工名／十ヶ字頭首工
関係分区／第2分区
事業期間／令和7年度～令和9年度（予定）
総事業費／317,000千円
工事概要／電気設備の更新、水管理
　　　　　制御設備の更新

小林理事長が第65回土地改良功労者表彰（役員表彰）を受賞

県営基幹水利施設ストックマネジメント事業
十ヶ字地区が新規事業採択

　和田土地改良区管内では2地区目となる経営体育成基盤整備事業（面的集積型）木島地区ですが、平成27
年度に事業採択されてから10年を迎える令和7年6月を以て事業が全て完了しました。
　工事によって、平均1haの大区画ほ
場が整備され、7つの農業生産法人
と3名の担い手農家に農地が集積、
集約化され、乾田直播栽培、ドローン
を使用した直播や防除などが行わ
れ、作業効率が大幅に向上しまし
た。また、暗渠排水が整備されたこ
とで、排水性が高まり、えだまめやブ
ロッコリーなどの園芸作物の栽培も
行われており、今後、農業収益の向
上が期待されます。

県営経営体育成基盤整備事業　木島地区が竣工

団体営農業水路等長寿命化防災減災事業 月岡地区が竣工

工事前 工事完了

工事前 工事完了

事　業　名／農業水路等長寿命化・
　　　　　防災減災事業
水　路　名／四ヶ字用水路
場　　所／月岡地内（新井北小学校近接地）
工　　期／令和5年度～令和6年度
総事業費／23,610千円（測量設計含む）
工事内容／自由勾配側溝　L=79.3ｍ

受益面積／97.5ha
事業工期／平成27年度～令和7年度
総事業費／1,978,719千円
　　　　（事務費、雑費含まず）

工事完了（西木島から東木島を望む）工事前（西木島から東木島を望む）

園芸栽培（えだまめの収穫の様子）スマート農業（ドローンによる直播の様子）

事 業 概 要

事 業 概 要

事 業 概 要維持管理適正化事業 十ヶ字地区（広島地内）が竣工

事　業　名／維持管理適正化事業
水　路　名／十ヶ字幹線用水路
場　　所／広島地内
工　　期／令和4年度～令和6年度
総事業費／11,100千円
工事内容／転落防止柵設置　L=226ｍ

事 業 概 要

　令和７年3月19日（水）、新潟市の新潟県土地改良事業団体連合会に於い
て、「新潟県土地改良事業団体連合会 第65回土地改良功労者表彰式」が行わ
れ、当土地改良区の小林春男理事長が、役員として15年以上その職にあるこ
とから土地改良事業の推進に対する功績が認められ、土地改良功労者表彰を
受賞しました。（平成21年役員就任、現在4期目）

和田小学校4年生の用水学習が開催されました

新潟県土地改良事業団体連合会
帆苅会長より表彰を受ける小林理事長

十ヶ字頭首工での現地学習の様子サイホン模型を活用した学習の様子

島田上新田 島田上新田 東木島東木島

西木島

西木島
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　令和6年11月20日、和田小学校4年生児童への用水学習が開催されました。
　当日は、最初に教室で、和田地区に流れる用水路のことを勉強し、水路のサイホン構造の模型に実際に水を
流して流れ方などを勉強しました。
　また、その後、「和田地区に流れている用水をたどってみよう」と題して、マイクロバスに乗車して妙高市広島地
内の関川に設置されている十ヶ字頭首工を
見学し、十ヶ字用水路の流れを見ながら西木
島分水工を見学したのち、最後に上越市下
箱井地内の十ヶ字用水路の末端部に位置す
る十ヶ字排水樋門を見学しました。
　児童からは、「土地改良区の仕事に就い
た理由を教えてください」などの質問もでて、
楽しみながら用水学習ができました。
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　賦課金を決められた納期限までに納付しないことを滞納といいます。
　賦課金が納期限内に納付されない場合、土地改良区から催促の通知書（督促状・催告状）が送付
されます。また、電話による納付のお願い、役職員による戸別訪問等を実施し、滞納賦課金の回収
に努めています。それでも解決できない場合には、組合員経費負担の公平性を保つため、土地改良
法の手続きにより県知事から認可を得たうえで、滞納処分執行による回収を検討いたします。
　なお、賦課金を滞納されると本来納めるべき賦課額の他に延滞金が発生します。納付が遅れるほ
ど延滞金額が多くなりますので、早めの納付をお願いいたします。

滞納賦課金の対応について

　土地改良区管内の農地を売買するとき（競売取得も含む）や組合員資格を交代する場合、その農
地に滞納賦課金があると、新しくその農地を取得した方に滞納賦課金を支払う義務が生じます。
【土地改良法第４２条第１項権利義務の承継】
　農地の売買等の契約をされる場合は、トラブルにならないよう当事者間で十分話し合ってから滞
納賦課金の精算をするようお願いいたします。

滞納賦課金は新組合員に承継
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　令和７年度の賦課金は、令和７年４月１日の土地原簿に基づき計算されます。土地改良区の
賦課金は、土地改良区の事務運営費や管内土地改良施設の維持管理費に充てられます。

　●納入期限（口座振替日）※口座振替日の前日までに口座残高の確認をお願いします。
　 【第1期】令和７年 ７月31日（木） 【第2期】令和７年10月31日（金）

口座振替を利用すると…
　　・ 賦課金納入のために土地改良区や金融機関へ行く手間が省けます。
　　・ 一度手続きすれば納入期限の心配と納入忘れが防げます。
　　・ 振込手数料がかかりません。

口座振替の新規お申し込みには口座振替依頼書等の提出が必要です。郵送も可能ですので、ご
希望の方は庶務係までお問い合わせください。

　平成27年度より進めておりました経営体育成基盤整備事業木島地区のほ場整備事業が完了を迎えま
した。
　去る令和７年２月25日に換地処分の公告が行われ、このほど新しい地番の登記が完了したことか
ら、これまでの従前の土地に対しての賦課から、換地後の新しい地番への賦課へと変更となります。
　つきましては、関係する組合員の皆様におかれましては、令和７年度第１期賦課金より木島地区
ほ場整備事業区域内の賦課内容が変更となっておりますので、お知らせいたします。

令和７年度賦課金について

賦課金の納入には便利な口座振替を推奨します

えちご上越農業協同組合　 ゆうちょ銀行 　第四北越銀行　 新井信用金庫

NEW NEW

お 知 ら せ和 田 土 地 改 良 区 か ら の

当改良区では、賦課金の納入に便利な口座振替の利用を推奨しています。
今年度より、新たに第四北越銀行と新井信用金庫からの口座振替が利用できるように
なりました。

賦課金口座振替
取扱金融機関

　毎年、全国各地で農業用水路・施設等における悲惨な水
難事故が発生しています。
　特に今の時期は１年の中で一番水量が増えるため大変危
険です。
自分は大丈夫と思わず、慣れた道でも水路沿いは安全を確
認しましょう。また、高齢者や子供たちとコミュニケーシ
ョンをとり、不用意に近づいたり近くで遊んだりしないよ
う、日頃から地域や家庭で声掛けをしていただくなど、事
故防止に向けたご協力をお願いいたします。
　私たち土地改良区も、悲しい事故を防ぐため用水路の安
全対策に努めて参ります。

用水路やため池で
遊ばないように

　近年、土地改良施設では、水路蓋等の金属製物品に係る盗難被害が相次いで確認されているおり
ますが、上越市内においても排水桝や給水栓を保護するための縞鋼板の盗難が多発しているという
情報提供がありました。組合員の皆様におかれましては、農業用施設において盗難被害がないか確
認をお願いします。
　なお、当土地改良区管内の農業施設において盗難被害が確認された場合、速やかに警察へ届出て
いただくとともに、当土地改良区まで報告をお願いします。

盗難にご注意ください

豊かな農村環境を保全する

水 土 里 ネ ッ ト 和 田

和 田 土 地 改 良 区

木島地区ほ場整備事業の完了に伴う土地原簿の
変更について
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県営経営体育成基盤整備事業 柳井田地
区では、令和7年度より待望の面工事が開
始されます。
柳井田地区（16.4ha）は、柳井田工区と
栗原工区に分かれており、このうち、令和7
年度は柳井田工区内の2.4haの面工事を
実施します。
大区画ほ場に整備後は、2つの農業法人
が水稲や園芸作物を栽培する計画です。

表 紙 写 真 紹 介

2
3
4

　5
6・7
8・9

10・11・12

理事長挨拶
第155回通常総代会開催
新常設委員報告
会計報告
令和7年度事業概要
トピックス
お知らせ

C o n t e n t s

和田土地改良区広 

報 　近年、「農業委員会や農協の手続き、登記を行えば、土地改良区の土地原簿も同時に修正されると思ってい
た」という事例が増えています。
　土地改良区の組合員資格や土地原簿の変更（組合員の権利、賦課金納付等の義務）は、法務局・市町村窓口
・農業委員会・農協・農地中間管理機構などの手続きのみでは変更できません。土地改良法第43条（組合員の
資格得喪の通知義務）に基づき、土地改良区へ直接届出いただく必要があります。
　土地改良区へ届出がない場合は土地原簿の修正はされず、変更前の状態で賦課されますので、忘れずに土地
改良区に関係書類の届出をお願いします。

忘れずに届出ください

◎農地の権利異動をしたとき（売買・賃貸借契約及び解約・利用権設定・中間管理権設定・交換）
◎農地の分合筆、面積の増減があったとき
◎組合員が亡くなられたとき（相続・未登記の法定相続を含む）
◎農業者年金の受給、農業経営を後継者へ移譲したとき　◎生前一括譲与するとき
◎組合員住所・賦課金振替口座の変更・口座名義人の変更をしたとき

■地区除外の申請に必要なもの【土地改良区での手続き】
　●様式第1号　農地転用等の通知
　　（関係町内会長、分区長等の同意）
　●様式第 3号　地区除外申請書
　●申請書（意見書の交付を求める場合提出が必要）

【添付書類】
　●誓約書
　●農業委員会に提出する書類一式及び計画図面（副本）
　●現地写真

■農地転用について（農業委員会での手続き）
　農地転用（農地を農地以外の用途に転換すること）をする場合は農地法による許可・届出が必要となり
ますので、あらかじめ関係市町村の農業委員会に相談のうえ、正規の手続きを行ってください。（農業委員
会から「土地改良区の意見書」の提出を求められることがあります。）

■地区除外について（土地改良区での手続き）
　　地区除外とは、土地改良区管内の農地を農地以外の用途に転用し、土地改良区の賦課受益地からその農地
を除外することです。土地改良区へ「農地転用の通知」と「地区除外申請」を行い、地区除外が認められた場
合、その土地については翌年度より賦課金の負担がなくなります。ただし、決済金を納付する必要があります。

■決済金の納付について

農地転用と地区除外について

決済金とは…事業に係る費用や維持管理費は借入金や賦課金により賄われており、その額は受益面積により計算
されています。受益地が転用等で地区除外されると、維持管理費や償還金等を残された土地で負担しなければなら
なくなり、残された組合員の負担が増大してしまいます。この負担の増大を解消するため、土地改良法第42条第2
項及び地区除外等処理規程に基づき、地区除外される土地が今後負担していくはずだった費用を決済の対象とし、
決済金が徴収されます。農地が公共事業用地（道路・河川など）として買収される場合も同様です。

※転用面積により手続きに要する期間は異なります。
　時間に余裕を持った申請をお願いします。

※様式はホームページよりダウンロードできます。

地区除外申請の流れ
転用組合員より「農地転用の通知」と
「地区除外申請書」その他必要書類の提出1
土地改良施設への影響を関係者と協議2
土地改良区で理事長決裁または理事会・
総代会での決議※3
土地改良区で意見書の交付及び決済金・
手数料等の徴収4
決済金・手数料納入の翌年度より地区除
外（賦課対象外）となる5

手続の詳細については、和田土地改良区までお問合せください。

北新
井駅

R18号線

栗原工区

令和7年度面工事区域

柳井田町５丁目

西田中

矢代川

県営経営体育成基盤整備事業 柳井田地区　待望の面工事に着手！県営経営体育成基盤整備事業 柳井田地区　待望の面工事に着手！


